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近接した２つの台風の相互作用を表す「藤原の効果」の語の起こりについての推論
The origin of ”Fujiwhara effect” which describes interaction between two close tropical
cyclones

山本哲 1∗

YAMAMOTO, Akira 1∗

1 気象庁気象研究所
1Japan Meteorological Agency

近接した２つの熱帯低気圧（台風、ハリケーンなど）の相互作用を表す「藤原の効果」という語は、日本人の名前が
付された数少ない気象学のエポニムのひとつである。1941年から 1947年まで中央気象台長を務めた気象学者藤原咲平
（1884～1950）に由来することが知られている。この語の起こりを明らかにするため、過去の文献を調査した。
２つの台風の相互作用を理論的に最初に解明したのは北尾次郎（Kitao, 1889）である。藤原は北尾の研究は参照しな

がらも、1920年から 1930年代にかけて独自に渦の相互作用に関する多数の論文（Fujiwhara, 1923ほか）を発表した。
第二次大戦中、米軍は第三艦隊の２回に渡る被害をはじめとして、台風により度重なる被害を受けた。これを契機と

して、1945年 6月米軍はグァムに台風追跡センターを設置し、航空機による台風偵察と警報発表を開始した。
1945年 8月沖縄と日本の間を２つの台風（米国名 Susanと Ruth）が相互作用しながらゆっくり進み、米軍の日本占領

計画、降伏文書調印を 48時間遅らせることとなった。台風の相互干渉による複雑な動きは詳細に観測され解析された。
この後、米国の気象関係者（気象局か軍気象部門）がこの現象を「藤原の効果」（“Fujiwhara effect”）と呼ぶようになっ
たと推定された。
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